
授業風景写真

本校の数学科では１年生～３年生まで毎時間最初の
５分間にプリント学習に取り組みます。これまでは教師が手元
の時計で時間を計測し、時間になったら解答を配布、生徒が
各自答え合わせをし、それから授業が始まるという流れのため
最初に時間を無駄にしてしまうことが多かった。今年度生徒に
時間も意識して取り組ませ、授業のロスタイムを少なくする取り
組みを行った。

ICT活用の
ポイント

教師用パソコンにア
ラーム＆クロックを起動
させ、その画面を各教室
前方に設置された大型
提示装置に投影した。

＜第１学年 数学＞

▲現在は教師用PCの画面を大型提示装置にし
か投影できていないが、Teamsを使い、生徒
のタブレットともTeamsで画面共有を図れば
手元のタブレットで時間や教材を確認するこ
とが可能になる。

▲プリント学習時の様子

時間を意識して問題に取り組む
＜実践イメージ＞
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▲授業風景写真

本市では2016年に全市立中学校に大型提示装置が配備
された。その一環として各教科のデジタル教科書も教師用PC
で使用することが可能となった。これまでも様々な教科・単元
で使用をしてきたが、今年度新型コロナウイルスの影響でこれ
まで生徒に板書をさせ、途中式も書いていたような問題の答え
合わせが密を避けるため難しくなった。デジタル教科書を使用
し、スモールステップを利用した答え合わせを実践したので紹介
します。

ICT活用の
ポイント

教師用パソコンにデジ
タル教科書を起動させ、
その画面を各教室前方
に設置された大型電子
提示装置に投影した。

＜第１学年 数学＞

▲現在は教師用PCの画面を大型提示装置にし
か投影できていないが、Teamsを使って生徒
と共有することで、生徒のタブレットで時間
や教材を確認することが可能になる。また、
デジタル教科書が生徒のタブレットにも導入
されれば、このようなステップ表示の機能を
用いることでひとつひとつの手順を生徒自身
で確認することも可能になり、個に応じた指
導として大変有効な手立てとなる。

デジタル教科書の利用
＜実践イメージ＞
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２つの資料の比較を行い、自分の意見をまとめる取組

まとめた意見を「ミライシード」
（Google クラスルームでも代用
可）に提出している様子

１学年「資料の活用」で、2018年１月と2021年１月の
気温を比較し、どちらの年の方が寒い（気温が低い）といえる
か、自分の意見を述べるという授業を行った。
２つの資料を比較する際、数値の比較やヒストグラムを重ね
るなどの作業が容易にでき、意見を考えたり、交流したりする
時間を多く設けることができた。

ICT活用の
ポイント

タブレットの自分の意見
（１００～１５０字程度）を
記入という指示では、普
段発表をしない生徒も、
自分なりの考えを述べ
ることができた。チャット
ならば、授業中に意見を
拾っていくこともできる。 ２つのヒストグラムを

重ねた図を提示。１人
ひとりの端末に送信。

生徒が提出した意見。これを基に、用語（階級、
最頻値など）の学習にスムーズに移れた。

HYOGOスクールエバンジェリスト
加東市立滝野中学校 石井 真史中学校の指導におけるICTの活用 数学



６人の100ｍタイム一覧から
ヒストグラムだけでなく、折

れ線グラフにもできる。

問：A～Fの６人が100ｍのタイムを５回計測した表がある。
この６人から代表選手を１人決めるならば、誰を選びますか。

⇒教師が右図の表を提示し、生徒が意見をチャットで述べたり、
班で意見交換したりして、理解を深めた。

ExcelやGoogle スプ
レッドシート で作成
可能。
今回は教師側で必要
になる資料を予測し
て作成したが、生徒
一人ひとりに作成さ
せられるようにして
いきたい。

「ヒストグラムを基にした考察」を応用し、資料から代表値を自分で決めて意見を述べる取組

HYOGOスクールエバンジェリスト
加東市立滝野中学校 石井 真史中学校の指導におけるICTの活用 数学



デジタルコンテンツにより理解を深める自ら考え、体験を通して知識を深める

授業風景画像
デジタルコンテンツ「ミライシード」

© Benesse Corporation.より

標本調査の学習において、タブレットPCを用いてデータ
を編集する経験を行い、社会に出たときに実際にPCを
扱う力を培うことができます。また、自ら調べ、どうすれば
ICT端末を使いこなせるか試行錯誤する事は、数学を
生活や学習に生かそうとする態度につながります。

ICT活用の
ポイント

教師の助言を最小限
に抑えると、インターネッ
ト検索などを用いて、生
徒自ら解決策を探すよ
うになります。また、教え
合うことで、生徒の自尊
心を向上させることにつ
ながります。

ICT活用の
ポイント

タブレット端末に対応
したタッチペンがあると、
直感的に学習すること
ができます。また、個人
のスマートフォンやPCと
も連携でき、家庭学習
につながります。

＜第３学年 標本調査＞

様々な企業が作成した家庭学習用ドリルのデジタルコ
ンテンツがあります。個々のテンポで学習でき、デジタルコ
ンテンツを用いて、しっかりと生徒に理解させることができ
ます。
コンテンツによっては、別教科となるが、漢字の書き順
やとめ・はね・はらいなどをチェックする機能もあります。

＜第３学年 三平方の定理＞

HYOGOスクールエバンジェリスト
姫路市立花田中学校 伊東 哲史中学校の指導におけるICTの活用 数学


